日本の創薬ベンチャー企業と製薬企業のアライアンスについての認識のギャップ分析 : アカデミア発のイノベーションを医療応用へ導くために by 下川 昌文










博 士 学 位 論 文 
内容の要旨及び論文審査結果の要旨 
第 12 号 
２０１５年３月 
武蔵野大学大学院 
は し が き 
 
本号は、学位規則（昭和 28年 4月 1日文部省令第 9号）第 8条による公表を目的として、 
 


























目  次 
 
 
 氏 名     学位記番号    学位の種類        論 文 題 目    （頁） 
 
下川 昌文  博士甲第 22号  博士（薬科学）  日本の創薬ベンチャー企業と 
製薬企業のアライアンスに 





















































氏     名   下 川 昌 文 
学 位 の 種 類   博士（薬科学） 
学 位 記 番 号   甲第 22号 
学位授与の日付   2015年 3月 19日 
学位授与の要件   学位規則第 4条第 1項該当 
学位論文題目   日本の創薬ベンチャー企業と製薬企業のアライアンスについての
認識ギャップ分析 
論文審査委員   主 査   武蔵野大学 教授   
大 室 弘 美 
副 査   武蔵野大学 教授   
棚 元 憲 一 
副 査   武蔵野大学 教授 








































































































































 その分析結果から、学位申請者は主なる提言として次の 3点を挙げている。 
1. ベンチャー企業は、アライアンスを結ぶべき製薬企業の選択に、大企業であることを重
視するのではなく、製薬企業の開発の重点領域とのマッチングを重視すべきである。 
2. 一方、製薬企業の多くは、アライアンスを組みたい領域を公表していないが、これを公
表すべきである。 
3. また、製薬企業は、開発ステージが非臨床段階であっても新規性が高く開発に値すると
考えればアライアンスを結ぶにも関わらず、多くの場合ベンチャー企業からの申し出を
断るとき、POC データが得られていないことを理由にしている。これを信じて、ベン
チャー企業が開発を進めることは乏しい資金の浪費となるので、製薬企業はアライアン
スの申し出を断るときには、真の理由を伝えるべきである。 
 本研究では、以上のように日本のベンチャー企業と製薬企業のアライアンスについての
認識のギャップを分析し、ギャップを埋めるための提言を行っている。この結果は、日本
におけるベンチャー企業の成功に資するものであり、本論文は学位論(博士、薬科学)に値す
ると考える。また、申請者は、博士(薬科学)にふさわしい見識を有していると考える。 
